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によって ｢条約体制｣に対する ｢朝貢体制｣なる枠組に一般化きれ､史実に即 した具体的
な ｢広東システム｣は､その ｢朝貢体制｣をもっとも典型的に表現するものとして位置づ







































第-節 開海 ･設関 .洋貨行
康,RPr 七 (一六七八)年といえば､順治一三 (一六五六)年に発布され､康梨元 (一六
六二)年よりあらためて強化された海禁 … がなお励行されていたころである｡この年､ペ
レイラ (BentoPereiradeFaria)を正使とするポル トガルの北京派遣使節が清朝に入貢
し､表文を進め獅子を献 じた (10㌦ これよりきき､一六六七～一六七〇年のサルダーニヤ
(ManoeldeSaldanha)使節において失敗に終わっていた `11'ポル トガル人の通商の自由
の獲得がその主たる目的であったが､それはフェルビースト(FerdinandVerbiest)らの


















に至ったのであろう｡のち陸路貿易を管轄した提挙の張榛も ｢かつて､ 〔清朝に〕叛 した
〔平南〕藩のためにはたらいていた｣者であり､規定外の課税を行なって私腹を肥やした



















九 (一六八〇)年に贋門 ･金門二島を棄てて台湾に退き､二二年､ついに清朝に降伏 した｡

























き､貨物の品質に応 じて適宜定例を加減 し調整する｡広東 ･福建には元来収税を行な
う街門が設けられていなかったため､我々は到着 した目に衛門設立にもっとも適 した
場所を調査 し､原妾を定めて両省の総督 ･巡地にわたし､街門を設立させる｡衛門の ■
書餌と各種の街役は､各関の例に従って召募する｡広東 ･福建の沿岸は海岸線が長 く､
海に通 じる場所の□子 (海関の分局)は多 くなるが､それでも足りなければ､必要に
応じ総督 ･巡撫と連名の文書で申請 したうえで増設する｡我々の徴収 した税銀は布政 一
司に引きわたし､領収証を受理 して､我々がみずから戸部に送金する額を報告する｡ E
広東 ･福建は遠隔の地で､徴税 もはじめてのことであり､各関既定のように季節 ごと
四度帳簿を送るのは難 しいから､年に二度送るようにする｡海に通 じる口子は多 く､
地域は広閲なので､常時巡査 しなければ脱税が起こるであろう｡各関の例には従わず､
我々の年来知るところの筆帖式を指名してもう一員ずつ多 くつける.さらに海港内の <
橋 .津で取引する船 ･車に対 しても､一律に徴税を行なうO '25' j
以上がのちに ｢開海征税別例｣と称された (2B)広東 .福建における海関設置の草案とい






事柄を実施に移すよう､彼 らにとくに通知 していること(川 からも､このときの海関設置 )













の実施にあたった (31㌦ ここに至って､ ｢出梅貿易｣のみを対象に設立されていた海関の
管轄範囲は､すべての外国船の貿易にひろげられたのである｡広東についてみると､おそ
らくはこの指示に従ってであろう､マカオの陸路貿易も､この年から卑海関監督宜爾格図





とその理由を述べ､ ｢一貨両税｣ ｢-地両軸｣に苦 しむ商人の訴えをも引きつつ､陸路貿
易の税収を海関の所轄に非ざる ｢落地早税｣とみなす戸部に反駁し､海関監督の徴収に含
まれるものと位置づけたのであった 桝 り o すなわち､少なくとも広兼に限っていえば､海


























































航貿易の比重が圧倒的に増大 し､ ｢卑海関 〔の税収〕はひとえに外国船 〔の貿易〕にのみ


























この ｢ギル ド｣の結成は､これまでの研究ではモース氏の見解に従って､ ｢公行｣によ
る貿易独占の初の試みとして特筆されてきたものである｡しかしながら､当時の商人たち






































































れば､構文乾が輸入品たる銀と輸出品の湖轟 .茶葉 ･磁器とに課した付加税を ｢もっぱら
支払う六行 (専放之六行)｣であり､略 して ｢専行｣と称されたものである (川 ｡すなわ
ち六行に限定 して貿易を独占させた目的は､一つには構文乾の弁明を待っまでもなく､課
税強化にあった 川` .こうした措置は､当然 しばしば商品の価格が騰貴するような状況を
もたらし 川` ､イギリス側も ｢行頭｣ないし ｢専行｣以外の商人と取引しようと試みたが.

























































































ないし乾隆初年に ｢保商 (security)｣(川 ､あるいは ｢保商の指名 (namingSecuritie

















































































































































































































































商人は､早 くからすでに存在 していたはずで､本来はおそらく外洋行商人の リー ダーとい
う意味にすぎなかったであろう(1川 ｡この語は嘉慶一四 (一八〇九)年四月二〇日付で両


















































































































































































の結果､海関の正税 ･稚税を連年滞納しているのは､実に痛恨の至りである｡ (1日 '
こうした外洋行の正税および維税の滞納は､道光一三 (一八三三)年には一三〇万両あま
























に対し､任意の外洋行が保商にあたるそれまでの ｢認保｣に加え､この ｢認保｣に対 しさ
らに保証責任を負う ｢派保｣を設定 した 【142㌦ これは二重の保両制度というべきものであ
り､轟慶一八年､徳慶の規定ではじめられた外洋行に対する外洋行の保証をさらに発展さ
せたもの､もしくは7-ン密輸防止のため､道光元年に設けられた ｢認保｣に ｢加保｣す























































































































































































かち､紅茶 ･緑茶を契約購入してきた｡契約分の茶は数量 (正額)と価格を取 り決め















ここで言及きれる ｢両碗｣とば､ ｢銅項｣と ｢碑頭｣をあわせて略称したものであり(甘'､




















































外洋行商人の保証を得て､卑海関監督から任命されたものが ｢官通事 ( m`andari｡,｡r･
officlial'Linguist)｣であり､これは数名にすぎないが､各々が多くの部下を有 してい
































































































































































































-0条に従って定められた ｢公平 ･正規な (fairandregular)｣税率とは､清朝側から




















































































- 5 1 -
るに､現在再編された貿易の細かな手続全般､およびとりわけ関税支払は､旧外洋行
革人にとって_卓わめて嘩足なもので阜るに卦 _埴土 o '6日





















































ッシュを契機に､中国人移民が盛んになってからのことである …` ｡第 2図に見 られるよ
うに､移民の中継地として一八五三年より香港の人口が著しく増加 し､寄港する船舶も翌















































































































































































され､同月二四日に業務を開始 した (" )｡洋関の組織とほぼ時を同じくした小汽船に対す
る規則の発布､そして､この件関の最初に直面した困難が通事の試みた抵抗であり､彼 ら






























































































































































































































































































































海と蘇州 ･斬江方面の内地を結ぶ主要ルー トたる黄浦江 ･呉砥江で必ず経由する南黄浦 ･
洋樫浜 ･新開に､とくに海関の分局を設けて巡視船を配置している凸そして内地より上海
にもたらされる生糸および絹織物に関して､




































































































































































































































































































































茶保 ･総行を設けた目的の一つは､ ｢利に走る茸が外国人の代わりに 〔茶の〕買付を一手






































































































































































































































































するので立ち入って論 じないが､商人が徴税の責任を負わされることを通 じ､ギル ドを結




















































































































































































































































































































酋｣とみなす｡領事たちは ｢夷酋｣に属する人々である｡だとすれば ｢夷酋｣と ｢夷
商｣は､別のものに分けて考えるべきである｡--･夷税は ｢夷商｣から出るもので､
｢夷酋｣とは関係ない｡もし輸出入税を免除すれば､ ｢夷商｣はもとより喜んで従お
うが､ ｢夷酋｣はやはり感激は覚えないであろう｡ (= )
このように ｢夷酋｣と ｢夷商｣､すなわち外交官と商人をはっきりと区別 しており､ ｢心
を動かせるとは限らない｣のは､とくに交渉相手のイギリス外交官についていったもので























































にあたり､清朝側の中心となっていた按察使署上海道台辞 換 (= )が ｢とりわけ､担当の中
国官憲が白身を輔佐するのに適当と認める外国人を､任意に雇用できるのかどうか問い合






































































































































































































































逢着する困難を処理できなくなっている｡もい ､- ト氏がいなければ､問題が彼 らに理解
できたとは患われない｣ (72)と述べたように､北京駐在公使の立場からも総理街門と--
トの関係､そこでの後者の役割を確認 しているoウェー ドの言には､ ｢-- ト氏は恭親王














































































































イギリスは･--条約港の海関監督 らが 〔決算期日になる〕三カ月のうちに､徴収 した
夷税を隠してしまうのではないかとおそれ､ 〔正確な徴収額を〕調査して明らかにし
ょぅと望んでいる｡徴税額が多ければ､それに随って 〔賠償金返済のための〕控除額




































































































































































































































































































































































































する産金税 的 の基盤を提供 したものにはかならないであろうOこれまでいささか臆測を交
えつつ提起されてきた､常関に倣った洋関の設置､常関制度を基礎とした洋関と産金､と




























と子口半税適用の問題 (9'は､やがて裁定加税の問題に政治化 してゆく 川` が､それはつき
つめれば､中国の財政体制と政治構造に還元できるし､また事実として､還元されていっ
た問題である｡そして洋関はそれを成立せしめた動因と経緯によって､これらの問題とは
























フェアバンク氏は清末中国の権力構造を展望して､酉太后 ･李相章 ･ハー トの ｢三位一






























































(2) たとえば､潰下武志 『中国近代経済史研究』､と､南下武志 ･川勝平大箱 『アジア交
易圏と日本工業化』､所収の各論文､とりわけ川勝平太 ｢日本の=業化をめぐる外圧と
アジア間競争｣､および杉原薫 ｢アジア間貿易と日本の工業化｣､の所論を比較｡
























































(8) いささか余論にわたるが､これと関連 して､潰下氏が ｢従来､東インド会社 ･7-ソ
貿易 ･広東十三行､という東西経済関係の交差点に係わる諸項目によって検討され､特
徴付けられてきた前近代から近代へのアジア経済史像は､今後､ジャンク貿易 t朝貢貿








際的契機』､五六頁)にもみられるように､ ｢広東十三行｣ (-外洋行)に集中 してき


























































































日暮享 こ砕陸路巽裏によって七窮舟 巨穿身泰当琴率琴蓉顛西藤轟皇賓義春垂畠膏右 窪春季
になって毎号たこと娃与書嘩章喜 F讃韓顛葬棄轟蓉三重蘇j幸三斉三菱与露草ぎテ学
を芳墨警護f若き見舞蓉言を竃斉し与 F簸ず右転当時 ∈寒雲穿経享這 享薗轟曹長三書経車重量
産提琴雪雲を欝妻缶たる曜一癖露晃で奉って専凌辱接頭円転寮を寺号重義彊轟事iI尭j套轟
琴与-fギ撃貢 蓉記療臣を 号 #圭砧蓋≠声轟貫等喜貢ぎ墓を転 官壷章盛衰書f配皇呈昏重要宅藩 書き重義 衰圭夏至
空箱吾妻箆措 f 飽き声密書確窪拓き岳暴発 確f垂東 麺 夢琴 碩春夏醇醇轟密 呑f雷表書緬 夏も 昏緬
喜嘉圭寧遷誤電毒重宝貫声音鮎 墓轟娼売主辞書妻封書細 皇姦垂青書岳 零醇轟轟書重責 岳轟音頭 重裏表 細 事重 臣
昏琵臨昏招琵産室を転露 を岳重吉鰻g=臣詰短露諏酪∈書経療童毎套重苦亘裏表表 毎麺 藷壷重責衰套膏重量壷亘をぎ表裏
乳 誼敷き垂真幸経書盈審轟晋毒等巷 毎夏T監 鼠 鮎ぎ善書私 塾 垂≡毎妻妾皇室重森 白頭轟醸重責_
塾睦 麺も 宮森 窒f夢r-岳f享 百
如 き 商墓韓裏書素麺 軒轟畢轟蓉盛蕃恵与嚢轟一幸葦一恵モ F轟嚢重奏車轟轟轟轟i与褒章巨


















































































しかし､ ｢薄地住税｣と ｢出洋行税｣との意味を深く考えることなく､ただちに ｢金森
行｣をのもの ｢梅南行｣および ｢福潮行｣に､ ｢洋貨行｣を ｢外洋行｣に結びつけ､ひ



























































(上旦建‥ p･104｣ ,佐々木正哉 ｢晴代広兼の行商制度について｣､五三乱 もそうし
た見解に従っているoしかしながらゝ一七二二年由シーズンに､ ｢官僚の茶戟引 くThe
-139-























































































士俊の秦摺.前任磨東撫臣構文乾病故之後､石棺喰 ･阿克敦 ･官達 ･方願瑛 ･視以寧等､
交相栴慶､来往密謀､･-･.･｡ 『大酒世宗憲皇帝賓録』巻九八､確正八年九月戊辰の条｡
惟庫東一首､悪習相沿､想風難挽｡文興武既分鵠商業､而文輿文､武輿武､又各分烏一







































































(72) 『史料旬刊』第四期､頁天一二二､ ｢乾隆二十四年嘆噌刷通商案｣､ ｢新柱等秦著



















































































































り ｢行頭｣ないし ｢専行｣がそのまま保商制度に移行 した､という見解を採っているが､
外洋行の設定が保商制度との関連でどのような意味を有しているかという間額を看過 し
ている点で､いずれも不十分であるといえよう｡

















































179. 井上裕正 ｢カントン社会の ｢辺境化｣｣､参照｡しかしすでに ｢朝貢貿易システ
ム｣論な'どにより､東アジアの文脈で少なからず修正を経ているウォーラーステイン理
論はもとより､本章および次章の考察によるならば､ボランニーのいわゆる ｢管理交易








































































































氏は一七六〇年設立の ｢公行｣を､第二節所速の一七二〇年における ｢ギル ド｣結成と











































































































































































































































































































































































































































































































(21) 佐々木正哉 ｢イギリスと中国｣､四三六頁｡同 ｢晴代広東の行商制度について｣0
田中正俊 ｢中国社会の解体とアヘン戦争｣､一一三貢､参照｡
























































































































































































































































































































後の中英抗争』､三五三～三五五五､ ｢進城 ･茶葉 ･粗地三款歴年来往公文大暑｣､を




































































































































































































































































































































































































福州 ･度門 ･寧彼 ･上海四虚海関所征夷税､統掃卑海関尭核具奏｡




























































































































duties;=-- この引用文にある "dutyprotectingHo71gS"の原語と思われる ｢税行｣
は､前註(19)の引用文を参照｡また ｢税行｣は道光二年ころには､ ｢税牙｣とも称 したo
『上海碑刻資料遠輯』､七一～七二五､ ｢蘇松太兵備道馬禁止牙行留難進出客船告示碑｣I
道光二年八月一四日､ ｢上海解烏商行船果議関山東名口貿易規傾告示碑｣､道光七年｡



























































































(30) 前註(21)所帽の ｢撃昌等秦 茶葉出口納税由｣からの引用文の続き｡其由黄浦江赴
上海､必走南黄浦及楊浬浜､由呉舵江赴上海､必走新聞.--巳鮪在干各該虞､専設i
房巡船､･･-如有商販軸糸 ･抽鮫､経過南黄浦 ･楊浬浜 .新開､即令赴i掛暁､到開納
税｡




































































































































































四年までに洋埋浜に ｢洋行｣を設立 している (外山軍治 ｢上海の紳商楊坊｣､二〇～二
二貢)｡この ｢洋行｣は詳 しい実態は不明であるが､外国商社を指 した語ではなく､元
来 ｢洋貨｣を扱う中国人の商行の謂と思われ (『上海碑刻資料選輯』､七六頁､ ｢上海
醇烏達夫杜夫議定脚僧訂定界祉告示碑｣､轟慶八年二月､鄭祖安 『上海地名小志』､一
一五､参照)､この場合はもっぱら外国商社相手に取引する､上記の号商よりもいっそ































































































































































































































































































































































































































































































桝､改定一成経費､即於六年六月馬始､締新重視坊 ･圧紹柴 ･席寛 .顧福島等､経政経
解｡上年秋冬､卑府等先後奉委譲加､改烏銀款､酌定章程､通詳各嵩批准照所､各在案O












札､鱗婿貿易較多之揚泰記 (楊坊)､仇令掴軌 --等因o前証(101)の引用文に ｢新妻｣
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として挙げられている四人が､みな鵜桟 ･茶桟を経営 していたという証拠はえられなか
ったけれども､そのうち一八六〇年ごろ楊坊 (泰記桟)と席 〔裕〕寛 (筆記桟)が採桟
の領袖であったこと､顧福邑 (轟泰桟)もなお耗桟を経営 していたことは間違いないo

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ChineseConservatism.pp,16-18. 醇福成 『庸庵筆記』巻二､ ｢成豊季年三好伏諜｣0




















(113) プル-スの政策に対 しては､イギリスの外務省のみならず､貿易省 (theBoard
ofTrade)も支持を与えていた｡また列強の支持の背景には､アメリカ公使バー リンゲ






































































































































































































(134) Norse.op･cH.,pp.34-36. Wright,op.ciL,pp.225-257･ 呂斉強 『中
国早期的輪船経営』､四三～一一九責､Gerson.9PL E1と.,pp.131-201. 坂野前掲
｢ロバー ト･-ー ト｣､三四九～三五二頁､井上裕正 ｢レイ･オズポーン艦隊事件の外
交史的意義について｣､呉乾免 ｢英国政府輿 "阿恩本艦隊"｣､など参牌｡








































































































































(a) 『鴻片戦争』第五冊､四四五頁､ 『中英両国来往照合公文簿』､ ｢伊里布致英師蕃｣o
貴国所願者通商､中園所願者収税O










































両 残 分 産
120 0 0
1 売 り 讃





























































A イギリスからの直輸入 B植民地からの輸入 C 計 B′C(%)
毛 織 物 綿 製 品 金 属 雑 貨 インド綿花 他のインド.海峡植民地産品
1844 2.898.8664,726.870 222,97357.9856,816.382 783,16415,506.240 45
1845i,875,M22.764.317 87.87447,8234,727.834 1,212.61210.715.502 55
18461.386.534 2.755.223 62,49338,7324.925.018 829,583 9.997.583 58
18471.627.3462,501,052 40.10130.2824.685.872 741.107 9.625,760 56
1848 1.866,980 1.213,344 47.57819.6132,791,615 595.467 6.534,597 52
1849 768.0421,475.644▲138.17733,8084.769.641 716,932 7.902.244 69
1850 992.800 1.616,900 231.97128.8293.432.000 594.400 6.896.900 58
1851 818.8172,451.945459.57046.2455.500.000 817,68410.694.261 63
1852 134,826 678,156舶7,64218,5138,227,GOO 467.890 9.974.OZZ 87
1853 99,989 555.736 21,09826,094 2,474.825 906,425 4,058,233 83
1854 30.750 85.820 38,02018,4462.706.425 468.983 3,348,444 95





条約経年 (月/日) 定額 贋 州 置 門 福 州 寧 波 上 海899.064
44(3/1i)-45(3/3) 2,360,832 48.132 143 24,735 169.464
1845-48(2/20) 2.186,530 31,734 4,045 7.086 470.634
1846-47(2′10) 1.972.889 35.783 1.213 2.196 649.218
1847-48(1′38) 1,825.223 29.132 4 1,571117344 615.709
1848-49(1/19) 1,424.045 24.586 31 530.151
1849-50(1′7) 1.471,318 29.932 723 (631.000)
1850(-12′28) 1.耶6,867 32.098 1.585 690.520
1858-51(12/27) 1.836,574 31,203 3.415 1.179.327
1851-52(12/6) 1,666.811 31.170 ll 1.218.302
1852-53(ll/25) 1,274.129 8.1744530 41.416220,10 (695.000)
1853-54(ll/15) 1.166.492 591.941
4 5 4) *3i2,043 1.82375
1855-56(10′23) *1.080,240*337.574815736 52,392 335,271 1.786.336
1856-57(10′12) 70,394 436.777 2.030.150
資料:『葉所夷務始末補遺』道光臥 成聖軌 に収録の各海関税収の報告により作製｡
ただし､18舶～5時 については､Fairbank,TradeandDiplomacy.p.262.をも







年次 (A)輸入総額 (B)上海への輸入総額 (C)上海-の綿製品輸入額 B/A(%) C/a(%)
1845 2.394,827 1.038,91g 850.973 43 ･82
1846 1.791.439 810,200 641,678 45 79
1847 1,503.969 898.228 689.872 60 77
1848 1.445,959 547,108 396.583 38 73
1849 1.537.log 992.888 686,616 65 69
1850 1.574.145 977.039 654,473 62 67
1851 2,161.268 1,141,106 914.728 53 80
1852 2,503.599 1.171.393 917.287 47 78
1853 1,749.597 1.280.451 1,019,265 73 80
1854 1.000,716 368.674 153,890 37 41
1855 1.277.944 1,193.264 557.489 93 47
1856 2.216.123 2,156.829 1.105.940 97 51








年. 次 輸 入 再 輸 出(7-ンを除く) 輸 出
- 般 アヘン 合 計



















1850 1851 1852 1853 1854 1855 1856 1857 1858 1859 1860
[1850-1860]
一 上海 一一禎州 -広州
資料 :川orse,InternationalRelations.Vol.1,pp.366,466.
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45 46 47 48 49 5D 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60
[1845-1860]
一 人口 一一トン数






























岩井茂樹 ｢拓役と財政のあいだ一中国税 ･役制度の歴史的理解にむけて (四 ･完)-｣
『経済経営論叢』第二九巷第三暁､一九九四年o











































































































































蔵下武志 ｢中国と東南アジア｣､石井米雄編 『講座東南アジア学 第四巻 東南アジアの
歴史』､弘文堂､一九九一年､所収｡












溝口雄三 ･南下武志 ･平石直昭 ･宮嶋博史編 『アジアから考える[Z] 地域システム』､東
京大学出版会､一九九三年D
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